
(57)【要約】

【課題】　　　　　　正確に血栓の発生個所を検知する

ことができ、また、血栓が成長していく過程を視覚的に

観察することができる方法及びこれを利用した血栓観察

装置を提供する。

【解決手段】　　　　本発明に係る血栓検知方法は、血

液循環回路を構成する被試験体の内部に生成される血栓

の検知方法であって、抗凝固処理された生血液を生体よ

り取り出す段階と、該生血液から赤血球を除いたその血

液を前記血液循環回路に循環させつつ、該血液を所定温

度まで冷却する段階と、該冷却された血液の抗凝固作用

を中和する段階と、該中和された血液を昇温するととも

に被試験体の内部を循環する血液にレーザシート光を照

射してそのレーザ散乱光から画像を取得する段階と、を

有してなる。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 血 液 循 環 回 路 を 構 成 す る 被 試 験 体 の 内 部 に 生 成 さ れ る 血 栓 の 検 知 方 法 で あ っ て 、
　 抗 凝 固 処 理 さ れ た 生 血 液 を 生 体 よ り 取 り 出 す 段 階 と 、
　 該 生 血 液 か ら 赤 血 球 を 除 い た そ の 血 液 を 前 記 血 液 循 環 回 路 に 循 環 さ せ つ つ 、
　 　 該 血 液 を 所 定 温 度 ま で 冷 却 す る 段 階 と 、
　 　 該 冷 却 さ れ た 血 液 の 抗 凝 固 作 用 を 中 和 す る 段 階 と 、
　 　 該 中 和 さ れ た 血 液 を 昇 温 す る と と も に 被 試 験 体 の 内 部 を 循 環 す る 血 液 に レ ー ザ シ ー ト
光 を 照 射 し て そ の レ ー ザ 散 乱 光 か ら 画 像 を 取 得 す る 段 階 と 、
を 有 し て な る 血 栓 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 血 栓 検 知 方 法 に お い て 、 抗 凝 固 処 理 さ れ た 血 液 を 5～ 15℃ に 冷 却 す る
こ と を 特 徴 と す る 血 栓 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 血 栓 検 知 方 法 に お い て 、 抗 凝 固 作 用 を 中 和 さ れ た 血 液 を 0.5～ 1
.5℃ /minで 昇 温 す る こ と を 特 徴 と す る 血 栓 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 被 試 験 体 、 血 液 ポ ン プ 及 び こ れ ら を 連 通 す る 導 管 か ら 構 成 さ れ た 血 液 循 環 回 路 と 、
　 該 血 液 循 環 回 路 内 の 血 液 に 薬 剤 、 補 液 を 供 給 す る 補 給 手 段 と 、
　 前 記 血 液 循 環 回 路 内 を 循 環 す る 血 液 を 所 定 温 度 に 冷 却 し 、 そ の 後 所 定 の 加 熱 速 度 で 加 熱
す る 温 度 制 御 手 段 と 、
　 前 記 血 液 循 環 回 路 内 を 循 環 す る 血 液 に レ ー ザ シ ー ト 光 を 照 射 し て そ の レ ー ザ 散 乱 光 か ら
画 像 を 取 得 す る 画 像 取 得 手 段 と 、
を 有 し て な る 血 栓 観 察 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 試 験 体 と な る 人 工 心 臓 や 透 析 装 置 等 を 組 み 入 れ た 血 液 循 環 回 路 に 赤 血 球 を
除 い た 血 液 を 循 環 さ せ 、 被 試 験 体 の 内 部 で 形 成 さ れ る 血 栓 の 検 知 方 法 及 び こ れ を 利 用 し た
血 栓 観 察 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 人 工 心 臓 、 透 析 装 置 、 各 種 カ テ ー テ ル 等 の 医 療 用 機 器 の 開 発 に お い て は 、 血 栓 の 発 生 を
い か に 防 止 す る か と い う こ と が 重 要 な 課 題 の 一 つ に な っ て い る 。 こ の た め 、 そ れ ら の 装 置
内 で 血 栓 が ど の よ う に 形 成 さ れ 、 そ の 後 ど の よ う な 成 長 過 程 を 経 る か と い う こ と を 知 り 得
る 手 段 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 要 請 に 対 し 、 例 え ば 非 特 許 文 献 １ に は 、 血 栓 は 血 流 の よ ど み 部 に 生 じ や す い
と い う 知 見 に 基 づ き 、 ま ず 、 被 試 験 体 を 組 み 込 ん だ 模 擬 血 液 循 環 回 路 に 蛍 光 ス チ レ ン ビ ー
ズ を ト レ ー サ と し た 食 塩 水 を 循 環 さ せ 、 こ れ に Arレ ー ザ シ ー ト 光 を 照 射 し て 高 速 ビ デ オ 収
録 し た 映 像 を ４ 時 刻 粒 子 追 跡 法 を 用 い て よ ど み 部 を 発 見 し 、 次 に 実 際 に 血 液 ポ ン プ を 埋 め
込 ん だ 動 物 実 験 に よ り 血 栓 が 形 成 さ れ る か 否 か を 確 認 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 血 液 中 の 赤 血 球 に 含 ま れ る ヘ モ グ ロ ビ ン の 光 を 吸 収 ・ 反 射 す る
性 質 に よ り 、 レ ー ザ 光 の 光 路 内 に 血 栓 な ど 通 常 の 組 成 で な い 物 質 が 入 り 込 ん だ 場 合 に 、 部
分 的 な ヘ モ グ ロ ビ ン （ Hb） 密 度 の 違 い や 反 射 率 の 違 い を 生 じ る た め 、 血 栓 の 存 在 が 光 量 の
変 化 と な っ て 現 れ て く る こ と を 利 用 し た 血 栓 検 知 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 血 液
に レ ー ザ 光 又 は 発 光 ダ イ オ ー ド 光 を パ ル ス 光 又 は 連 続 光 と し て 照 射 し 、 上 記 パ ル ス 光 又 は
連 続 光 に 対 す る 反 射 光 又 は 散 乱 透 過 光 の 光 量 を 計 測 し て 、 こ の 計 測 の デ ー タ か ら 上 記 血 液
中 の 血 栓 を 計 測 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 工 業 技 術 院 　 機 械 技 術 研 究 所 発 行 　 機 械 研 NEWS　 2000　 No.12　 p1～ 3
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002-345787号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 非 特 許 文 献 １ に よ る 方 法 で は 、 血 栓 の 発 生 個 所 や 成 長 状 況 を 知 る こ と は
困 難 で あ り 、 し か も そ の 方 法 は 手 間 が か か る と い う 問 題 が あ る 。 特 許 文 献 １ に よ る 方 法 で
は 、 レ ー ザ 光 が 照 射 さ れ た 血 液 か ら 得 ら れ る 信 号 に は 、 正 常 な ヘ モ グ ロ ビ ン か ら の 信 号 及
び 血 栓 部 分 に 存 在 す る ヘ モ グ ロ ビ ン か ら の 信 号 が 複 雑 に 混 じ り 、 さ ら に 、 血 流 状 態 が 変 化
す る た め に 生 ず る ノ イ ズ が 無 視 で き な い た め 、 血 栓 で あ る と の 確 定 を す る に は 複 雑 な 解 析
を し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 １ に よ る 方 法 は 、 血 栓 形 成 の 有
無 の モ ニ タ リ ン グ は で き る が 、 血 栓 の 発 生 個 所 を 正 確 に 特 定 で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 社 会 的 な 要 請 及 び 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 、 正 確 に 血 栓 の 発 生 個 所 を 検 知
す る こ と が で き 、 ま た 、 血 栓 が 成 長 し て い く 過 程 を 視 覚 的 に 観 察 す る こ と が で き る 方 法 及
び こ れ を 利 用 し た 被 試 験 体 内 で の 血 栓 の 発 生 状 況 を 正 確 に 観 察 す る こ と が で き る 血 栓 観 察
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 等 は 、 血 栓 は 先 ず フ ィ ブ リ ン が 析 出 し こ れ が 成 長 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る こ
と 、 ま た 、 血 液 に レ ー ザ 光 を 照 射 し た 場 合 に 正 常 な 血 液 部 分 の ヘ モ グ ロ ビ ン か ら の 信 号 と
血 栓 部 分 に 存 在 す る ヘ モ グ ロ ビ ン か ら の 信 号 を 判 別 す る こ と は 容 易 で は な い こ と に 着 目 し
、 ヘ モ グ ロ ビ ン を 含 む 赤 血 球 を 除 去 し た 血 液 を 用 い る こ と に よ っ て 血 栓 の 析 出 を ノ イ ズ の
な い 鮮 明 な 画 像 で 検 知 で き る と い う 知 見 に 基 づ い て 本 発 明 を 完 成 さ せ た 。 な お 、 人 又 は 動
物 等 採 取 さ れ た 血 液 を 生 血 液 と い い 、 該 生 血 液 か ら 赤 血 球 が 除 去 さ れ た 血 液 を 単 に 血 液 と
い う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 血 栓 検 知 方 法 は 、 血 液 循 環 回 路 を 構 成 す る 被 試 験 体 の 内 部 に 生 成 さ れ る 血
栓 の 検 知 方 法 で あ っ て 、 抗 凝 固 処 理 さ れ た 生 血 液 を 生 体 よ り 取 り 出 す 段 階 と 、 該 生 血 液 か
ら 赤 血 球 を 除 い た そ の 血 液 を 前 記 血 液 循 環 回 路 に 循 環 さ せ つ つ 、 該 血 液 を 所 定 温 度 ま で 冷
却 す る 段 階 と 、 該 冷 却 さ れ た 血 液 の 抗 凝 固 作 用 を 中 和 す る 段 階 と 、 該 中 和 さ れ た 血 液 を 昇
温 す る と と も に 被 試 験 体 の 内 部 を 循 環 す る 血 液 に レ ー ザ シ ー ト 光 を 照 射 し て そ の レ ー ザ 散
乱 光 か ら 画 像 を 取 得 す る 段 階 と 、 を 有 し て な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 血 栓 検 知 方 法 に お い て 、 抗 凝 固 処 理 さ れ た 血 液 は 5～ 15℃ に 冷 却 す る の が 好 ま し く
、 抗 凝 固 作 用 中 和 後 の 血 液 を 徐 々 に 加 熱 す る に は 、 0.5～ 1.5℃ /minの 範 囲 で 徐 々 に 昇 温 す
る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 血 栓 検 知 方 法 は 以 下 の 血 栓 観 察 装 置 に よ り 好 適 に 実 施 す る こ と が で き る 。 す な わ ち
、 そ の 血 栓 観 察 装 置 は 、 被 試 験 体 、 血 液 ポ ン プ 及 び こ れ ら を 連 通 す る 導 管 か ら 構 成 さ れ た
血 液 循 環 回 路 と 、 該 血 液 循 環 回 路 内 の 血 液 に 薬 剤 、 補 液 を 供 給 す る 補 給 手 段 と 、 前 記 血 液
循 環 回 路 内 を 循 環 す る 血 液 を 所 定 温 度 に 冷 却 し 、 そ の 後 所 定 の 加 熱 速 度 で 加 熱 す る 温 度 制
御 手 段 と 、 前 記 血 液 循 環 回 路 内 を 循 環 す る 血 液 に レ ー ザ シ ー ト 光 を 照 射 し て そ の レ ー ザ 散
乱 光 か ら 画 像 を 取 得 す る 画 像 取 得 手 段 と 、 を 有 し て な る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 血 栓 検 知 方 法 は 、 複 雑 な 解 析 手 段 等 を 要 せ ず 、 正 確 に 血 栓 の 発 生 個 所 を 検
知 す る こ と が で き 、 血 栓 が 成 長 し て い く 過 程 を 視 覚 的 に 観 察 す る こ と が で き る 。 ま た 、 上
記 の 血 栓 検 知 方 法 を 利 用 し た 血 栓 観 察 装 置 は 、 簡 単 な 構 造 で 、 容 易 か つ 正 確 に 血 栓 の 発 生
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個 所 を 観 察 し そ の 成 長 過 程 を 視 覚 的 に 観 察 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 血 栓 検 知 方 法 は 、 抗 凝 固 処 理 さ れ 赤 血 球 が 除 去 さ れ た 血 液 を 用 い る 。 こ の
た め 、 ま ず 、 人 又 は 動 物 等 か ら 血 液 を 採 取 す る に 際 し 、 例 え ば 公 知 の ヘ パ リ ン ナ ト リ ウ ム
に よ り 抗 凝 固 処 理 を し た う え で 、 生 血 液 を 採 取 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 つ ぎ に 、 該 生 血 液 を 例 え ば 遠 心 分 離 機 等 に か け て 赤 血 球 を 除 去 し 、 該 赤 血 球 が 除 去 さ れ
た 血 液 を 所 定 の 温 度 に 冷 却 し た 血 液 循 環 回 路 に 循 環 さ せ る 。 そ の 後 、 血 液 が 冷 却 さ れ そ の
温 度 が 所 定 の 温 度 に 安 定 し た 後 に 、 抗 凝 固 作 用 を 公 知 の 硫 酸 プ ロ タ ミ ン で 中 和 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 に お い て 、 生 血 液 か ら 赤 血 球 を 除 去 す る に は 、 遠 心 分 離 機 で 800～ 1100rpm、 10分 間
の 遠 心 分 離 を 行 う 程 度 で よ い 。 ま た 、 血 液 の 冷 却 は 、 5～ 15℃ の 範 囲 に 冷 却 す る の が よ く
、 特 に 8～ 12℃ が 好 ま し い 。 こ の よ う な 血 液 は 、 血 液 の 抗 凝 固 作 用 を 中 和 後 に も 血 栓 が 形
成 さ れ に く い の で よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 つ ぎ に 、 抗 凝 固 作 用 を 中 和 し た 血 液 を 徐 々 に 加 熱 し つ つ 、 被 試 験 体 に レ ー ザ シ ー ト 光 を
照 射 し 、 該 レ ー ザ シ ー ト 光 に よ る 被 試 験 体 中 を 循 環 す る 血 液 か ら の 信 号 を 撮 像 デ バ イ ス に
よ っ て と ら え 、 そ の 信 号 を 画 像 処 理 装 置 に よ っ て 画 像 化 す る 。 こ の 画 像 を 監 視 す る こ と に
よ っ て 血 栓 の 形 成 箇 所 、 成 長 過 程 を 観 察 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 レ ー ザ シ ー ト 光 の 照 射 は 、 被 試 験 体 の 全 体 に レ ー ザ シ ー ト 光 が 照 射 さ れ る よ う に 走 査 さ
れ る 。 こ の た め 本 血 栓 検 知 方 法 に よ れ ば 、 被 試 験 体 中 の い ず れ の 部 分 に 形 成 さ れ る 血 栓 も
確 実 に 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 レ ー ザ シ ー ト 光 は 、 例 え ば 、 35mWの He-Neレ ー ザ に よ る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
撮 像 デ バ イ ス は 、 例 え ば 高 速 度 CCDカ メ ラ を 使 用 す る こ と が で き る 。 画 像 処 理 装 置 は 撮 像
デ バ イ ス か ら の 信 号 を 処 理 す る こ と が で き る 例 え ば 公 知 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 使 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 血 栓 観 察 過 程 に お い て 、 抗 凝 固 作 用 を 中 和 し た 血 液 の 加 熱 速 度 は 、 0.5～ 1.5℃ /min
で 昇 温 さ せ る の が よ い 。 こ れ に よ り 、 血 栓 の 形 成 過 程 を 正 確 に 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 血 栓 検 知 方 法 は 、 以 下 に 説 明 す る 血 栓 観 察 装 置 に よ り 好 適 に 実 施 す る こ と が で き る
。 図 1は 、 そ の よ う な 血 栓 観 察 装 置 の 一 実 施 例 を 模 式 的 に 示 す レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。 本 例
の 血 栓 観 察 装 置 は 、 被 試 験 体 11、 血 液 ポ ン プ 13及 び こ れ ら を 連 通 す る 導 管 21、 22か ら 構 成
さ れ た 血 液 循 環 回 路 10と 、 血 液 循 環 回 路 10内 の 血 液 に 薬 剤 、 補 液 を 供 給 す る 補 給 手 段 30と
、 血 液 循 環 回 路 10内 を 循 環 す る 血 液 を 所 定 温 度 に 冷 却 し 、 そ の 後 所 定 の 加 熱 速 度 で 加 熱 す
る 温 度 制 御 手 段 40と 、 血 液 循 環 回 路 10内 を 循 環 す る 血 液 に レ ー ザ シ ー ト 光 を 照 射 し て そ の
レ ー ザ 散 乱 光 か ら 画 像 を 取 得 す る 画 像 取 得 手 段 50と 、 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 1に お い て 、 被 試 験 体 11は 円 筒 形 状 の も の で あ る が 、 実 際 に 使 用 を 予 定 す る 、 例 え ば
人 工 心 臓 や 透 析 装 置 等 を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 被 試 験 体 11は 、 レ ー ザ シ ー ト 光 が 照 射
さ れ た 血 液 か ら の 信 号 が 得 ら れ や す い よ う に 透 明 な 材 料 か ら 構 成 さ れ る の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 血 液 ポ ン プ 13は 、 例 え ば 公 知 の ロ ー ラ ポ ン プ を 使 用 す る こ と が で き 、 導 管 21、 22は 内 径
8mmの シ リ コ ン ゴ ム 管 を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 導 管 21、 22の 内 部 で の 血 栓
の 形 成 が 防 止 さ れ 、 該 導 管 部 分 で の 血 液 の 温 度 変 動 を 無 視 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 補 給 手 段 30は 、 貯 留 タ ン ク 32、 供 給 管 26及 び コ ッ ク 25か ら な る 。 こ の 補 給 手 段 30を 通 じ
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て 、 補 給 用 の 血 液 又 は 生 理 食 塩 水 31、 こ の 血 液 又 は 生 理 食 塩 水 31に 添 加 さ れ る 添 加 剤 、 あ
る い は 血 液 の 抗 凝 固 作 用 を 中 和 さ せ る 硫 酸 プ ロ タ ミ ン が 血 液 循 環 回 路 10内 に 供 給 さ れ る 。
な お 、 不 要 の 血 液 の 排 出 は 、 コ ッ ク 27、 ド レ ン 28を 通 じ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 温 度 制 御 手 段 40は 、 被 試 験 体 11を 収 容 す る 水 タ ン ク 45、 水 タ ン ク 45内 の 水 の 冷 却 又 は 加
熱 を 行 う 発 熱 又 は 冷 却 体 41、 該 水 の 温 度 を 測 定 す る 温 度 計 43及 び 温 度 計 43か ら の 信 号 に 基
づ き 発 熱 又 は 冷 却 体 41の 制 御 を 行 う 温 度 制 御 装 置 48か ら な る 。 発 熱 又 は 冷 却 体 41、 温 度 制
御 装 置 48は 、 特 に そ の 構 成 を 問 わ な い 。 常 温 の 血 液 を 5℃ 以 下 に ま で 冷 却 で き 、 0.5～ 1.5
℃ /minで 昇 温 可 能 な も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 レ ー ザ 散 乱 光 の 画 像 取 得 手 段 50は 、 レ ー ザ シ ー ト 光 を 発 光 可 能 な レ ー ザ 51、 レ ー ザ シ ー
ト 光 を 照 射 さ れ た 血 液 か ら の 信 号 を と ら え る 撮 像 デ バ イ ス 53、 撮 像 デ バ イ ス 53か ら の 信 号
を 処 理 し て 画 像 化 さ せ る 画 像 処 理 装 置 55か ら な る 。 レ ー ザ 51は 、 35mW以 上 の He-Neレ ー ザ
が よ い 。 撮 像 デ バ イ ス 53は 撮 影 速 度 30～ 100fpsの 高 速 度 CCDカ メ ラ が よ い 。 画 像 処 理 装 置 5
5は 、 例 え ば 公 知 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す 血 栓 観 察 装 置 を 用 い 被 試 験 体 の 中 に 形 成 さ れ る 血 栓 の 観 察 試 験 を 行 っ た 。 被
試 験 体 11は 、 容 量 20× 10 - 3 L、 透 明 ア ク リ ル 樹 脂 製 の 円 筒 形 状 の も の を 用 い た 。 生 血 液 は
ヘ パ リ ン ナ ト リ ウ ム に よ り 抗 凝 固 処 理 を し た 犬 か ら 採 取 し た 。 こ の 生 血 液 を TOMY社 製 RL-1
01型 遠 心 分 離 機 に よ り 1100rpm、 10分 間 の 遠 心 分 離 を 行 い 、 赤 血 球 を 取 り 除 い た 。 該 血 液 2
00× 10 - 3 Lを 用 い て 試 験 を 行 っ た 。 抗 凝 固 作 用 の 中 和 処 理 は 市 販 の 硫 酸 プ ロ タ ミ ン で 行 っ
た 。 血 液 は 10℃ ま で 冷 却 し 、 抗 凝 固 作 用 の 中 和 後 、 1℃ /minの 昇 温 速 度 で 徐 々 に 加 熱 し た
。 レ ー ザ 51は MELLES GRIOT社 製 05-LHP-121型 の 35mW、 He-Neレ ー ザ 、 撮 像 デ バ イ ス 53は ア
ル ゴ 社 製 LU125M型 高 速 度 CCDカ メ ラ を 使 用 し た 。 水 タ ン ク 45の 容 量 は 10Lで あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 得 ら れ た 画 像 を 示 す 。 図 ２ （ a） は 、 血 液 の 抗 凝 固 作 用 中 和 後 血 液 の 加 熱 を 行 う
前 の 最 初 の 状 態 を 示 し 、 同 図 （ b） は 、 そ の 後 13分 経 過 後 、 血 液 の 温 度 が 24℃ の と き の 画
像 を 示 す 。 図 ２ （ c） は 、 25分 経 過 後 血 液 の 温 度 が 36℃ の と き の 画 像 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ （ b） に よ る と 、 血 栓 が 被 試 験 体 11の 内 部 の 血 液 中 に 浮 遊 す る 状 態 で 形 成 さ れ て い
る こ と が 分 か る 。 図 ２ （ b） と （ c） を 比 較 す る と 、 時 間 経 過 及 び 温 度 の 上 昇 に 伴 い 、 浮 遊
す る 血 栓 が 増 大 し て い る こ と が 分 か る 。 な お 、 図 中 の 黒 い 部 分 が 血 栓 で あ る こ と は 、 JOEL
社 製 JSM-5510S電 子 顕 微 鏡 を 用 い て 組 織 学 的 に 確 認 し た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 血 栓 検 知 方 法 を 実 施 す る 血 栓 観 察 装 置 を 模 式 的 に 示 す レ イ ア ウ ト 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 試 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 10　 　 血 液 循 環 回 路
　 11　 　 被 試 験 体
　 13　 　 血 液 ポ ン プ
　 21、 22　 　 導 管
　 25　 　 コ ッ ク
　 26　 　 供 給 管
　 27　 　 コ ッ ク
　 28　 　 ド レ ン
　 30　 　 補 給 手 段
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　 31　 　 血 液 又 は 生 理 食 塩 水
　 32　 　 貯 留 タ ン ク
　 40　 　 温 度 制 御 手 段
　 41　 　 発 熱 又 は 冷 却 体
　 43　 　 温 度 計
　 45　 　 水 タ ン ク
　 48　 　 温 度 制 御 装 置
　 50　 　 画 像 取 得 手 段
　 51　 　 レ ー ザ
　 53　 　 撮 像 デ バ イ ス
　 55　 　 画 像 処 理 装 置
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